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論文審査及び試験の結果 

本研究は、過疎化する中山間地が限界集落化する歴史過程を、そこに暮らす後

期高齢女性たちの生活の変遷から明らかにすることを目的としている。調査対

象地域として高知県仁淀川町 T 集落を選定した。調査地の過疎化の歴史過程に

関してはマクロな統計データを利用するとともに、高知県、仁淀川町の行政資料

等を収集し、歴史的変遷を辿っている。現地における実査で得られた女性高齢者

のライフヒストリーに関する口述記録をもとに 8 人の女性の生活の変容から日

本全体の社会変動と地域社会の変動をみてゆくものである。 



 
 

 論文の構成をみると、第Ⅰ部では、中山間地の過疎化に関する理論と歴史をお

さえ、高知県と仁淀川町の社会変動と人口・世帯変動を整理している。第Ⅱ部で

は、仁淀川町 T 地域の３つの集落で暮らす 8 人の後期高齢女性の口述記録から

彼女たちの生活の変容を捉え、過疎化のプロセスとの関連性を明らかにしよう

とした。第Ⅲ部では、第Ⅱ部で対象とした 8 人の生活実態と仁淀川町の聞き取

り調査をもとに生活の変遷と今後の課題を検討している。第Ⅳ部では、T 地域の

３つの集落のうち最も小規模で高齢化率 100％の限界集落である A 集落がどの

ようなプロセスを経て限界集落へと移行したかをまとめている。第Ⅴ部では、A

集落で暮らすひとりの女性の生活の変遷を通して、限界集落の変容のプロセス

とその実態をみている。最終章で全体の総括をし、過疎化と限界集落化のプロセ

スがどのように進んだのか、そのなかで高齢女性がどのようにして晩年を迎え

ようとしているのか、そこに生じる生活課題を解決する術はあるのか、あるとし

たらどのような術かを提示しようとしている。 

調査地として選定した高知県の中山間地域は、高度経済成長期の産業化によ

って産業構造を大きく変化させた地域である。若年層を中心とした都市への人

口移動のために過疎化がすすみ、跡継ぎを確保できなかった家の継承システム

は崩壊した。そして、集落内の互助関係も近隣ネットワークの中心にいた人たち

失うことによって限界化していった。仁淀川町では、9 世帯以下の小規模集落が

全体の 4 割を超え、その多くの集落が近隣同士で助け合うことができない限界

集落である。このような地域のひとつを調査地と定めたことは研究の独自性を

高め、研究を成功させる重要な条件となった。 

 本研究の特徴は、中山間地域が社会・経済変動にともなって過疎化・限界集落

化する過程を、そこに生きる高齢女性の人生の移行と生活の変遷によって把握

しようとしている点にある。加えて限界集落の最終局面を迎えた集落がどのよ

うにして終盤を迎えるのかという問題を、そこに住む独居高齢者の日常生活の

実態と経年変化を詳細に追って予測しようとした点に本研究の独自性がある。 



 
 

 中山間地の過疎化のプロセスに関して明らかになった主な点は以下の通りで

ある。 

① 【T 地域の過疎化と限界集落化の過去から現在までのプロセス】 

高度経済成長期に若年層が流出し、集落は人口の再生産機能を失い、高齢化

率が 100％に達した 2000 年以降、再び人口減少が始まり、その過程で近隣

ネットワークの中心にいる人たちを失うことによって集落は限界化してい

った。 

② 【別居隠居制をとる地方で家族の継承ができなくなった経緯】 

高度経済成長期に、都市部で教育機会や仕事を得た子ども世代は地域外に

就職し家庭を築いた結果、夫婦はアトツギを確保できず、別居隠居制は崩

れ、代々継承されてきた山林田畑や家産は継承者を失った。 

③ 【過疎化する集落の高齢女性の生活を支えているもの】 

家族・親族や近隣、そして公的機関のソーシャルサポートによって生活は支

えられているが、サポート資源が多様であるかどうかは、集落の環境条件が

影響している。限界集落である A 集落では近隣サポートが得られず、早い

段階で別居子の定期的な生活支援を受けている。 

④ 【過疎化する集落の高齢女性の QOL が、どのような要因に規定されている

か】生涯を農業に従事してきた「農民型」の女性は、体力的にも農作業がで

きるほどに健康で自立しており、農作業が主観的 QOL を高めている。しか

し、二次的社会化の時期も閉じられた社会で過ごし、日常的に交際習慣がな

いため、高齢期のサポート資源は親族内に限定されている。一方、非農家の

「非農民型」女性は、高齢期のサポート源を主体的に選択して生活を維持す

るため、サポートの状態が主観的 QOL に影響している。 

⑤ 【過疎化する集落の高齢者、とくに限界集落の高齢者はどのようなプロセス

を経て最期を迎えるのか】最終局面の生活形態は、自立できている段階の生

活形態である程度推測できることを示した。限界集落の二人は、近隣サポー



 
 

トが見込めず、地理的条件が影響してフォーマルサポートも回数制限がある 

ため、近いうちに他出せざるをえないことが予測できる。 

 審査ではつぎのような意見が出された。まず再考すべき点である。分析軸がい

まひとつ定まっていないために、過疎化のプロセスよりも今の問題に関心が流れ

てしまい趣旨の一貫性が弱まってしまっている。高齢女性の語りにはリアリティ

がありそこに多くの重要な意味が込められていて興味深い結果になっているが、

それを引き出し記述することに必ずしも成功しているとはいえない点が惜しま

れる。語りを丁寧に見ていくことに専念した方がよかったのではないか。このよ

うに論文構成や焦点の当て方等に改善すべき点があるが、その一方で、過疎が進

む集落に入って高齢単身者の調査を繰り返し実施して得た豊富な資料には十分

に価値がある。集落が真に限界に達している地点を、女性高齢者の聞き取りによ

って捉えようとしている点は評価できる。女性たちの聞き取りを中心に展開して

いる部分は労作といってよい水準であり、社会経済変動に伴う地域変動を受けて

女性たちの暮らしがどのように変わってきたのか、それがまた地域を変えてきた

様を明らかにしている。 

以上から、本論文は、審査委員全員の意見として、優秀な博士論文として採択

し、合格とする。 
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